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1　は　じ　め　に

イチゴの作型は年々前進化しているが，12月1二句以前か

ら収穫を開始するためには，夏期に花芽分化促進処理を行

う必要がある。

このため，予冷庫等を利用した暗黒低温処理法について

宮城県の気象条件下における処理開始時期と収穫開始時期

の関係，及びこの処理に必要な苗を確保するための，春期

保温による早期採商法について検討した。

2　試　験　方　法

11）試験11989年及び1990年に，「女峰」を供試して暗

黒低温処理時期と収穫時期について試験を行った。

1）試験区別13℃±0．5℃，20日間の暗黒低温処理の

開始時期は，表1のとおり。

2）試験規模1区10～20株（1．3～2．5汀ぎ），3反復。

3）耕種概要

a．育苗　各暗黒低温処理開始時期の55－60円前に鉢

上げし，処理開始約30日前まで液肥で追肥を行い，窒素の

施用量は200mg／ポットとした。使用ポットは1989年が1

0．5cm．1990年は12cm。川上は山砂とモミガラくん炭を

容積比7：3で混合したものを用いた。

b．定植　各暗黒低温処理終了後，5～7日順化して

本圃に定植。うね幅125cm．株間20cm，2条植え（a当

り800本植え）。施肥はa当りN，P205，K20ともに2．0kg。

C．保温　保温開始は1989年が10月7日，1990年は10月18

日とし．冬期間は最低温度6℃に加温した。

（2）試験21990年に，「女峰」を供試して，親株の春期

保温による早期採商法を検討した。

1）試験区別　保温方法と開始時期は，衷3，表4のと

おり。

2）試験規模1区4－5株（9．6～12．01ば），3反復

3）耕種概要

a．親株定植1989年10月11日，うね幅3m，株間0．8

mに定植し，翌年春の各保温開始時期まで不織布で防寒し

た。

b．保温方法　露地トンネル区は0．05mm農ポリ使用，

パイプハウス保温区も同ポリでハウス内にトンネルを設置

し．いずれも気温が35℃を越えないように管理した。株元

は確水チューブを設嗣し，0．02mm透明ポリでマルチした。

トンネルとマルチは，露地が5月11日，パイプハウスが4

月14日に除よした。保温開始時にジベレリン50ppmを株

当り10ml散布した。

3　試験結果及び考案

川　試験1：暗黒低温処理開始時期

1）1989年の8月1日処理及び1990年の7月411～8月

1011処理では，暗黒低温処理開始後60～64日で開花始期と

なった。1989年の7月111処理及び7月17日処理での開花

始期は，処理後50－54日であった。

表1暗黒低温処理開始時期と開花始期及び収稽始期

1989 咋 1990 咋

暗黒低温 経過　 開花　 緒過　 収穫 暗黒低温 ・芦経過　 開花　 経過　 収穫

処理始期 日数　 始期　 日数　 始期 処理始期 日数　 始期　 日数　 始期

7 月 1 日 50　 8／19　22　 9／10 7 月 4 日 64　 9／ 5　21　 9／26

7 月17日 54　 9／ 8　24 】0／ 2 7 月20日 63　 9／21 22 10／13

8 月 1 日 64 10／ 3　29 11／ 1 8 月 1 日

8 月10日

J j 旦 竺旦

60 g／29 30 10／29

63 10／12 28 日／ 9

73 11／ 1 36 12／6

注．開花始期及び収穫始期は．花芽分化株のうち10％の株が開花．収
穫した時期。

これは．1989年は梅雨期の気温が低く経過（平均気温：

6月10口～30日16．8℃，7月1日～20日19．4℃）したため，

暗盟低温処理の花芽分化を促進させる前処理1－と同様な効

果が働き，暗黒低温処理期間中に花芽の発奮がかなり進ん

だためと考えられた。

1990年の8月20日処理では，定植後の気温が低卜する時

期のため，処理開始後73日で開花始期となった。

2）開花始期から収穫始期までの経過目数（成熟日数）

は，暗黒低温処理時期が遅いほど良く，果実は大果となっ

た。成熟日数は，7月1日～7月20日からの処理開始では

21円～24日，8月1日～8月10日からの処理開始では28日

～30日，8月20日からの処理開始では36日となり，年次閑

の差は認められなかった。

3）年内の収星は，7月20【1処理が最も多く84．4kg／a

となったが，7月4日処理と同様に12月及び1月の収足は

少なかった。翌年5月までの全期収軌は．7月411－8日

1日処理で393．0～398．9kg／aとやや高い傾向にあった。
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蓑2　頂花房の花芽分化率との月別総収量（1990年．単位：k〆a）

暗 黒 低 温

処 理 始 期

頂 花 房　　　　 年 内商 品 果

分 化 率 9 月 10月 1 1月 12月 年 内 計 要墓 一 果 垂

　　　　　 全 期 商 品 果

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 全附 空 車 一 果 垂

（％）　　　　　　　　　　　　　　　 （％ ） （g ） （％） （g ）

7 月 4 日 9 5　　 0 ，8　 4 9，0 1 4．5　 2．4　 6 6．6　 8 7　　 6．7 5．0　 9 3 ．6　 8 0．0　 9 4 ．1 5 9．1 3 9 8．4　 8 5　 10 ．6

7 月 2 0 日 75　　　 － 19．6　 4 0．5　 2 4．3　 8 4．4　 8 1　 7 ．6 1 5．4　 74．1　 9 6．2　 7 0．9　 5 7．9　 3 9 8 ．9　 8 9　 10．1

8 月 1 日 8 2　　　 →　 0．9 19．0　 4 5．4　 6 5 ．3　 70　　 8 ，3 4 0．9　 6 6 ．6　 6 8 ．6　 8 7．1　 6 4 ．5　 3 9 3 ．0　 7 8　 10．2

8 月 10 日 8 5　　　 －　　 －　 8．4　 4 0．7　 4 9．1　 8 9　　 8 ．8 2 6．8　 4 7．2　 7 9 ．4　 8 5．9　 74 ．7　 36 3．1　 8 9　 10．0

8 月 2 0 日 7 6　　　 ¶　　 一　　 一　 3 4．1 3 4 ．1　 9 9　 1 3．8 2 1．9　 3 5．4　 9 4 ．9 10 5．7　 7 1．2　 3 6 3．2　 9 4　 10 ．5

注．商品異は5g以上の正形巣と9g以上の奇形巣の合計。

裏3　パイプハウスでの展開築数別子再発生本数
（1990年，単位：本／親株）

保 温
開始期

5 月 7 日調査 （発生 荷数） 6 月 10 日調査 （発根苗数）

2 葉 3 柴 a 至 芸憲 2 彙 3 桑 4 彙 ふ至 芸指

2 月 6 日 19．0　 9．3　　 －　　 28．3 39．1 37．2　 28．2　 28．4　 76．3

3 月 6 日 5．0　 2．7　　 －　　 7．7 7．2　 11．7　 13．6　　 5．7　 18．9

注．　5月7日は生育中の苗．6月10日は採苗し発根苗を調査した。

発根率は2月6日保温開始区が72～78％．3月6日区は潅水のム
ラがみられ41～52％であった。

蓑4　露地トンネルでの展開乗数別子苗発生本数
（1990年．単位：本／親株）

保 温
開始 期

5 月 7 日調査 （発 生 苗 数 ） 7 月 5 日調査 （発 根 苗数 ）

r 2 彙 3 彙 a 至 芸蒜 2 彙 3 彙 4 糞 ふ 至 芸指

3 月 6 日 4．7　 1．7　　 －　　 6 ．4 6 8 ．0　 4 2．8　 2 1．6　 1 7．8 1 10 ．8

3 月 2 6 日 2．6　　 3．0　　 －　　 5．6 6 1．5　 3 3．0　 18 ．0　 7．8　 9 4 ．5

無 被 覆 1．3　　 0 ．3　　 －　　 1．6 3 2．3　 2 5．3　　 7．0　　 2．8　 5 7 ．6

注．　5月7日は生育中の苗，7月5日は採苗し発根苗を調査した。
各区の発根率は．86－92％であった。

（2）試験2：春期保温によるL予期採約

1）パイプハウス，露地トンネル保温区ともに雑株の保

温開始時期が早いほど子宙の発生も早かった。

同一保温開始時期では，パイプハウス保温区の子爵の発

生が早かった。

2）慣行の促成栽培の採苗に準じ，展糞数2～3枚の子

苗が1親株当り30本得られる時期を採前期とすれば，イチ

ゴの新妻の展開速度が通常8日に1枚2－であることから，

表3及び表4の結果から採宙可能時期を逆算すると以下の

とおりとなる。

パイプハウスの2月上旬及び3月上旬保温開始では．各々

5月中旬～下旬，6月上旬～中旬に採宙可能，露地トンネ

ルの3月上旬及び3月上旬保温開始では－各々6月中旬，

6月ド旬に採苗が可能と考えられた。

4　ま　と　め

宮城県を含めた南東北における．暗黒低温処理開始時細

と収穫開始時期の関係が明らかになり，各処理時期に必要

となる苗の早期採苗も可能となった。

今後は，暗黒低温処理での花芽分化率の向上，越年苗の

利用方法等の検討を行いながら，他の作型との組合せを加

味した総合的な経済性の検討をする必要がある。
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